
◆ 日 時     

  令和７年１月１５日(水) １４時１５分～１６時３５分 （受付１３時４５分～） 

◆ 会 場    

  福井市にぎわい交流施設（ハピリン）３階 ハピリンホール 

   （福井市中央１丁目２－１ ☎０７７６－２０－２９０１） 

◆ 参 加 費   

  無 料 

◆ 定 員     

  １００名 （定員になり次第締切り） 

主催：福井県都市計画協会 共催：（公財）福井県建設技術公社 

まちづくりセミナー 
～ウェルビーイングと持続可能なまちづくり～ 

〈事例発表 16：05～16：35〉 

 「住み続けたい結のまちを目指して ～未来へつなぐまちづくり～ 」 

事例発表者  岡田 つかさ 氏 ［大野市 建設整備課 主査］ 

演 題 「ウェルビーイングを価値軸としたまちづくりの可能性 」 

講 師  高野 翔 氏 

［福井県立大学 地域経済研究所 准教授、PLAY CITY 代表理事、ウェルビーイング学会 理事］ 

ウェルビーイングを深める“居場所と舞台”に注目した研究活動及びまちづくり活動を行

う。2014-17年にはブータン王国にてGross National Happiness（GNH）による国

づくりに協力。地元福井では人の魅力を紹介する観光ガイドブック「Community Travel Guide 福井人」の

作成、豪雪によってできなくなった事業を復活させる「できるフェス」を開催し、共にGood Design賞を受

賞。現在、市民大学「ふくまち大学」のまちの学長を務めるなど、多岐にわたる活動を実践。 

〈講 演 14：25～15：55〉 

 最近よく耳にするようになった「ウェルビーイング」という言葉の意味をご存知でしょうか。ウェルビーイングとは

Well（良い）+Being（状態）からなる言葉で「身体的・精神的・社会的に良好な状態にあること」と捉えられています。 

 まちの主体は そこに住む人や育まれる社会性であり、その人がどう感じ、どう生きていくかが大事です。そしてウェ

ルビーイングの実現はそんな人主体のまちづくりにおいて不可欠であり、持続可能なまちづくりを目指すうえで欠かすこ

とのできない考えです。 

 今回のまちづくりセミナーでは、このウェルビーイングと持続可能性をテーマに学識者と行政職員から福井での実践例

を交えてお話を伺います。 

 新幹線開業を機に地域のまちづくりの再生に取り組む関係者の皆様にぜひ聞いて欲しいセミナーです。ご参加を心より

お待ちしております。  

 

認定番号 単位 
 

63240001 2.5 



＜参加申込みについて＞ 

 下記のいずれかの方法で申込ができます。 

１）電子申請 

  申込ＵＲＬ（https://forms.office.com/r/PSAWJZ4eX5） 

  または二次元コードからお申込みください。 

 

２）ＦＡＸまたはメール 

  参加申込書（FAX用）に必要事項をご記入の上、下記申込先までお送りください。 

  メールの場合、本文中に参加申込書の内容をご記載のうえお送りください。 

  様式ダウンロード（https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/tokei/machiseminar2024.html ） 

※本セミナーは都市計画学会の認定を受けたプログラムです。 

 受講証明書（CPD）が必要な方は、福井県建設技術公社ホームページ（https://www.fk-kosha.or.jp/）から 

＜申込・問合せ先＞ 

 福井県都市計画協会事務局 

 （福井県土木部都市計画課 街路・市街地整備グループ） 

 福井市大手３丁目１７－１  

 電話番号：０７７６－２０－０４９９  Ｆ Ａ Ｘ：０７７６－２０－０６９３ 

 メールアドレス：tokei@pref.fukui.lg.jp 

〈まちづくりセミナー 参加申込書（FAX用）〉 

氏  名： 

所  属（組織・団体等）： 

電話番号：  
 ※定員に達し受講できない場合のみ連絡します。 

所属部門：   ①まちづくり団体   ②学校   ③企業   ④行政   ⑤一般（①～④以外） 

＜セミナー会場について＞ 

 

福井市にぎわい交流施設（ハピリン） 

３階 ハピリンホール 
（福井駅から徒歩1分） 

 

当セミナー用に駐車場の用意はございません。 

また環境への配慮から、ご来場に際しましては公共交

通機関のご利用をお願いします。 

参加申込二次元コード 


